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松井學士
「商業経緊論
1=
商業學に闘する最も基礎的な問題を取扱った最近の一
著述として、
大阪商大助教授松井辰之助學士の「商業経
螢論」を紹介する。
同學士ぱ元来続袴學と経渭學の本質
の探究に没頭せられ 我等をしてこの方面の精進に深き敬意を彿はしむる一面、
その學間論の甚礎に立ち斯學の
内容的建設の速かたらんことをひそかに期待せしむるものがあったが、今回この
我存の渇望を充たされた事は、
紹介及批評
斯學の後展のために炭賀に堪えない。學間論を設くのも結栢である。
然しこの學間論は必然内容を伴ふ學問論で
なければ輩な 観念 遊戯 過ぎない。學問論の疲展が却つて我が網螢 進歩を妨げてゐると云はる＼折柄1|＇然り、経清學でも先づ紐清の本質が明らかにせられて後研究が進めら ねば らぬとすれば、斯根の痰展は今日見る如きもの
とはな
り得なかったであ
らう＇ー—そ
し
て「内容を先づ示せ！」が我が経螢學界一部の要求となつてゐた折栢、翠士が多年の學間論を基礎として自己の商業経螢論を 的に展開 られしは注目すべき 事賓でなければなら い。
本書の前絹で學士は商業の概念を規定する（第一章）。
象士に依れば、商業帥企業にして「商品の販賣を最終手段とし、螢利を目的とする続溝輩位たり」と規定され、これを生産的商業と純粋 に分ち、
生南的商業の中に
は、農•林•牧畜•水産・縞・鎮•エ・蓮輸・俣管業を、純粋商業の中には、銀行。信託・保陰 取引所業を包含
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三
第六十五巻
第一猿
第三に「目的意志」による経管學と経清學の対象的甑
別の
場合の「目的意志」の
概念はよ
り具骰化せられる必
要がある。我等
は「利潤獲得の目的意志」
を提出す
るこ
とにより純螢學と財政學を瞑別したい。
第四に個別債格の形成過程の項
の學士の説明
特にマル
クス批判の項は使用債値 交換債値の混同並にマルクスの使用債値の意義を
明確化せない事により成し遂げられ
てゐる。従つて商業利潤を説く項で、
債値の生産と貨現
が混同せられ、商業は債値 生産し｛貰現する等 緒論が出てくる。主観債値説と客観債値説が雑然 入り胤れ並列され或場合は商品の
債値は何ら客観性を持たたいと云
ひ、
他の場合は「商品の債値の大小は努働掩の大小に比
例することは課無い」と
云ひ
、債値、交換債値、使用債
値の概念が 稲々の意
義をもつて飛び出す如きは學士の
員意を偲ふるに却つて妨げとなつてはゐないか？的動機を重んす 見地なれば、専ら純粋に之を以て貫くべきではないか？
妄言多謝。
兎に角本書は商業學に闊する理論的研究の比餃的乏し
交換
(―二四）
―二四
い我が學界ではまさに白眉とも言ふべく、
同學の士の
讀を待っと共に稲々の疑間に就いて教示を典へらるれば幸である。（松井辰之助、裔業続螢論、千倉書房版、定債―-OO) 
（五月二十二日
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